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地
区
）山
田
明
／
門
田
浩
／
山
岡

　
愛
利
／
橋
本
洋
三
／
石
丸
千
鳥

　（
五
十
崎
地
区
）
小
島
誠
二
／
中

　
野
晴
夫（
小
田
地
区
）古
田
勝
美

《
新
た
に
町
内
で
開
院
し
た
人
へ
》

　
補
助
券
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
に
は
、施
術
者
が
内
子
町
の
指
定
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
１
２
９
４
５
４

【
問
い
合
わ
せ
】

保
健
福
祉
課
　
高
齢
者
福
祉
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
４

　
町
内
で
利
用
で
き
る
、
は
り
・

き
ゅ
う
・
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
補

助
券
を
交
付
し
ま
す
。
指
定
施
術
者

に
補
助
券
を
提
出
し
て
、
差
額
分
を

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

●
対
象
年
齢
／
補
助
の
内
容

▽
40
～
64
歳
／
１
回
７
０
０
円

▽
65
歳
以
上
／
１
回
１
０
０
０
円

※
年
度
内
で
１
人
４
枚
交
付

●
申
請
方
法
　
保
健
福
祉
課
・内
子
分

　
庁・
小
田
支
所
の
い
ず
れ
か
で
申
請

●
申
請
受
付
　
３
月
18
日（
月
）
～

●
指
定
施
術
者（
敬
称
略
）　（
内
子

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
施
術
補
助
券
を
交
付
し
ま
す

　
時
～
午
後
１
時

●
場
所
　
町
家
資
料
館

●
対
象
　
町
内
の
小
学
生

●
参
加
費
　
無
料（
先
着
10
人
程
度
）

※
参
加
者
１
人
あ
た
り
白
米
１
合
を

　
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

歴
史
民
俗
資
料
館（
商
い
と
暮
ら
し

博
物
館
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）５
２
２
０

　「
町
並
み
で
あ
そ
ぼ
」は
昔
の
食
事
が

テ
ー
マ
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
で
す
。か
ま
ど

で
炊
い
た
ご
飯
を
食
べ
た
り
、本
を
読

ん
だ
り
し
て
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

●
日
時
　
３
月
23
日（
土
）
午
前
10

簡
易
か
ま
ど
と
民
具
で
昔
の
食
事
を
体
験

　春は引っ越しの機会が増える時期です。住まい
が変わったときは住所変更などの手続きが必要で
す。マイナンバーカードの更新も必要ですので、忘
れずに持参してください。

●受付日時　平日の午前８時30分～午後５時15分
※日祝日の翌日は窓口が混み合い、待ち時間が長
　くなる場合があります。
●受付場所　住民課、内子分庁、小田支所
●主な手続き

●必要書類　本人確認書類、委任状(代理人の場合)
※転入届の手続きには転出証明書が必要です。
《本人確認書類について》
●１点で確認できるもの　マイナンバーカード、運
　転免許証、パスポート、在留カードなど
●２点必要なもの　健康保険証、年金手帳、学生
　証、社員証など
《転出届はオンライン手続きが便利》
　マイナンバーカードがある人は、転出の届出がマ
イナポータルからオンラインでできます。カードの
暗証番号を事前にご確認ください。
●注意事項
▷任意代理人の場合は手続き完了まで数日かかり
　ます。余裕を持ってお手続きください。
【問い合わせ】
住民課　受付係
☎０８９３（４４）６１５２

住まいが変わったら
住所変更の手続きが必要です

町家資料館の外観

ＩＤ

区分 届出の種類 届出期間

町外へ引っ越す
とき 転出届 転出のおおむね14日前

から

町外から引っ越
してきたとき 転入届 住み始めた日から14日

以内

町内で引っ越し
をしたとき 転居届 引っ越しの日から14日

以内

詳しくは内子町のホームページをご覧ください。
　 １３０４５４ＩＤ

町からのお知らせ
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▽
受
講
料（
月
額
）　
５
０
０
円

▽
定
員
　
若
干
名

❷
生
花
教
室

▽
日
時
　
第
２
・
４
水
曜
日
　
午
後

　
６
時
30
分
～
９
時
30
分

▽
指
導
　
土
居
美
代
子
さ
ん

▽
受
講
料（
月
額
）　
２
５
０
０
円

▽
定
員
　
16
人

❸
押
花
教
室

▽
日
時
　
第
３
月
曜
日

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
指
導
　
西
渕
和か

ず
み美
さ
ん

▽
受
講
料
　
実
費（
材
料
費
）

▽
定
員
　
若
干
名

❹
小
学
生
習
字
教
室

▽
日
時
　
土
曜
日

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

▽
指
導
　
生
口
天て

ん
ら
い籟
さ
ん

▽
受
講
料（
月
額
）　
８
０
０
円（
１

　
家
庭
か
ら
２
人
の
場
合
は
１
０
０
０

　
円
、３
人
の
場
合
は
１
２
０
０
円
）

▽
定
員
　
各
学
年
10
人
程
度

※
新
規
申
込
者
の
保
護
者
説
明
会
を

　
４
月
６
日（
土
）
午
後
１
時
か
ら

　
開
き
ま
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

う
ち
こ
福
祉
館

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
３
４
１
０

《
講
座
の
受
講
生
募
集
》

　
う
ち
こ
福
祉
館
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
伝
統
文
化
や
芸
術
な
ど
を
学
ぶ
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
１
講
座
か
ら
受
講
で
き
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
各
講
座
共
通

▽
受
講
資
格
　
町
内
在
住
の
人

▽
申
込
方
法
　
う
ち
こ
福
祉
館
に
あ

　
る
申
込
用
紙
で
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。

▽
申
込
期
限
　
３
月
22
日（
金
）

❶
茶
道
教
室

▽
日
時
　
第
１
・
３
水
曜
日
　
午
後

　
６
時
30
分
～
９
時
30
分

▽
指
導
　
土
居
美み

よ

こ

代
子
さ
ん

文
化
、
芸
術
に
気
軽
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か

う
ち
こ
福
祉
館
の
各
種
講
座
の
ご
案
内

生花教室の様子

　内子町では新婚世帯がより良い環境で生活をス
タートできるよう、新居の購入や引っ越しなどの
費用を補助します。
●対象世帯　次の①～③のすべてに該当する世帯
①６年３月１日～７年３月31日に婚姻した夫婦
②婚姻日時点で夫婦ともに39歳以下
③世帯所得が500万円（29歳以下は660万円）未満
●対象経費 
※６年４月１日～７年３月31日に支払った費用
▷住宅の購入費、リフォーム費、家賃、敷金、礼金、
　共益費、仲介手数料、引っ越し業者または運送
　業者に支払う実費
▷省エネ時短家電の購入費（29歳以下のみ）

●補助金額
▷29歳以下　上限80万円または40万円
※省エネ時短家電の購入費を含みます。上限額は
　所得金額によって変わります。
▷30 ～ 39歳　上限30万円
●申請方法　事前にご相談ください。その上で所
　定の用紙に対象経費の領収書を添えて提出して
　ください。
※詳細は内子町のホームページをご覧ください。
　１３８０３７
【申請・問い合わせ】
総務課　政策調整班
☎０８９３（４４）６１５１

ＩＤ

二人の幸せな生活の始まりをサポート二人の幸せな生活の始まりをサポート

結婚新生活結婚新生活
支援事業支援事業
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　　新規会員を募集中

　
役
場
や
学
校
な
ど
に
お
け
る
環
境

配
慮
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
町
民

の
目
線
で
共
に
考
え
、
目
標
の
設
定

や
達
成
状
況
の
確
認
を
し
て
、
意
見

や
提
案
を
行
い
ま
す
。

●
募
集
人
数
　
若
干
名

●
任
期
　
７
年
３
月
31
日
ま
で

●
応
募
要
件
　
平
日
の
会
議
に
出
席

　
で
き
る
人

《
共
通
事
項
》

●
応
募
方
法
　
３
月
25
日（
月
）ま
で

　
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
】

環
境
政
策
室

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
９

《
❶
内
子
町
５
Ｒ
推
進
委
員
》

　
ご
み
削
減
の
５
つ
の「
Ｒ
」、
①
ご

み
に
な
る
も
の
を
断
る（R

リ
フ
ュ
ー
ズ

efuse

）、

②
ご
み
を
減
ら
す（R

リ
デ
ュ
ー
ス

eduse

）、
③

再
利
用
す
る（R

リ
ユ
ー
ス

euse

）、
④
リ
サ
イ

ク
ル
す
る（R

リ
サ
イ
ク
ル

ecycle

）、
⑤
修
理
し

て
使
う（R

リ

ペ

ア

epair

）
の
取
り
組
み
や

分
別
の
ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
共
に

考
え
、
意
見
や
提
案
を
行
い
ま
す
。

●
募
集
人
数
　
若
干
名

●
任
期
　
７
年
３
月
31
日
ま
で

●
応
募
要
件
　
平
日
の
会
議
に
出
席

　
で
き
る
人

《
❷
内
子
町
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

　ス
テ
ム
目
標
設
定
・
監
査
委
員
》

ま
ち
の
環
境
を
守
る
取
り
組
み
を
考
え
る

各
種
委
員
を
募
集
し
ま
す

●
場
所
　
内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

●
講
師
　
阿
部
豪ご

う

さ
ん（
㈱
野
生
鳥

　
獣
対
策
連
携
セ
ン
タ
ー
）

●
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。（
定
員
各
40
人
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

農
林
振
興
課
　
林
業
振
興
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
２
３

　
農
地
を
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
被
害
か

ら
守
る
た
め
に
、
鳥
獣
対
策
に
つ
い

て
学
ぶ
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

●
開
催
日
　
３
月
23
日（
土
）

▽
午
前
の
部
　
午
前
10
時
～
正
午
／

　
内
容
　
農
家
向
け
の
獣
害
対
策

▽
午
後
の
部
　
午
後
１
時
～
３
時
／

　
内
容
　
猟
師
向
け
の
わ
な
猟
講
座

獣
害
か
ら
大
切
な
農
地
を
守
る
た
め
に
―
―

農
家
と
猟
師
に
向
け
た
講
演
会

《内子町子育て支援センター》
●親子遊び「きのこっこ」
▷日時　第２・４水曜日　午前10時～ 11時
▷場所　小田保健センター
▷対象　未就園児とその保護者
●乳幼児学級
▷日時　第３月曜日　午前10時～ 11時
▷場所　内子町子育て支援センター
▷対象　未就園児とその保護者（20組程度）
▷申込期間　４月１日（月）～
【問い合わせ】
☎０８９３（４４）６３５５

　未就園児とその保護者が利用できる「子育て支
援クラブ」の利用者を募集します。希望する人は
各施設へお問い合わせください。

内子の内子の子育て支援クラブ子育て支援クラブ
《五十崎児童館きらり》

●親子クラブ「きらりん」
▷日時　第２・４木曜日　午前10時～ 11時
▷対象　未就園児とその保護者
※８月は休み。実施日は変更することがあります。
●子育てサークル☆きらり
▷日時　第１金曜日　午前10時～ 11時
▷対象　子育て中の保護者
【問い合わせ】
☎０８９３（４４）２００１

《内子児童館》
●遊びの広場「にっこにこ」
▷日時　第１・３木曜日　午前10時～ 11時
※８月は休み。時間は内容により変更があります。
▷対象　０歳～３歳
▷内容　親子の触れ合い遊び、子育ての相談他
※登録不要。自由に遊びに来てください。
【問い合わせ】
☎０８９３（４４）３１０１

町からのお知らせ
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　国民年金などについて、65歳になったら次の
ような手続きが必要となります。あなたに該当
するものをご確認ください。
《老齢基礎年金を請求する人》
　老齢基礎年金は、10年以上の受給資格期間が
あれば65歳から受給できます。受け取る権利を
得ても、受給が自動的に始まるわけではありま
せん。忘れずに年金の請求手続きをしましょう。
《特別支給の老齢厚生年金を受給している人》
　60代前半から特別支給の老齢厚生年金を受
けていた人が65歳になったときは、新たに老齢
基礎年金と老齢厚生年金を受けることになりま
す。この場合は「年金請求書（国民年金・厚生
年金保険老齢給付）」の提出が必要です。
《障害基礎年金を受給している人》
　障害基礎年金を受けている人が65歳になり、
老齢厚生年金を受けられるようになった場合、

両方の年金を受けることができるので、年金の請
求手続きをしてください。
　公的年金は原則、いずれか１つの年金を選択し
ますが、65歳以後は特例的に２つの年金を受ける
など、年金の組み合わせを選択できる場合がありま
す。詳しくは年金事務所へお問い合わせください。
《66歳以降に年金を受け取りたい人》
　老齢年金は受給を66歳以降に繰り下げること
ができます。請求する時点に応じて年金額が増額
され、その増額率は生涯変わりません。繰り下げ
受給を希望する場合は65歳で請求せず、希望する
受給率の年齢になってから請求しましょう。
【問い合わせ】
○松山西年金事務所
☎０８９（９２５）５１０５
○住民課　国民年金係
☎０８９３（４４）６１５２

65歳になったら
年金の手続きをお忘れなく――

　
旧
髙
橋
家
住
宅
は
昨
年
、
国
の
登

録
有
形
文
化
財
指
定
の
答
申
を
受
け

ま
し
た
。
登
録
に
あ
た
っ
て
評
価
さ

れ
た
点
な
ど
、
建
物
の
歴
史
や
魅
力

を
学
べ
る
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

●
日
時
　
３
月
24
日（
日
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
場
所
　
髙
橋
邸

●
講
演
　「
髙
橋
邸
の
建
造
物
の
歴

　
史
と
魅
力
～
ど
こ
を
み
た
ら
分
か

　
木
蝋
の
原
料
で
あ
る
ハ
ゼ
ノ
キ
を

使
っ
た「
櫨は

じ
ぞ
め染

」の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
き
ま
す
。染
め
て
み
た
い
素
材
の

持
ち
込
み
も
で
き
ま
す
。
富
と
幸
せ

を
も
た
ら
す
と
し
て
愛
さ
れ
て
き
た

黄
金
色
を
染
め
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
　
３
月
24
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

●
場
所
　
木
蝋
資
料
館
上
芳
我
邸

●
参
加
費

▽
綿
ス
ト
ー
ル
　
４
０
０
０
円

▽
ウ
ー
ル
ス
ト
ー
ル
　
５
０
０
０
円

▽
持
ち
込
み
の
場
合
　
３
０
０
０
円

　（
１
０
０
㌘
ま
で
）

●
定
員
　
６
人

※
要
予
約
、
先
着
順

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

八
日
市
・
護
国
町
並
保
存
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
４
４
）５
２
１
２

木
蝋
の
歴
史
も
学
べ
る
草
木
染
め
体
験

「
ハ
ゼ
ノ
キ
で
染
め
て
み
よ
う
」

　
る
の
か
～
」
／
講
師
　
江
面
嗣
人

　
さ
ん（
岡
山
理
科
大
学
建
築
歴
史

　
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
）

●
入
場
料
　
無
料

●
定
員
　
30
人
程
度

●
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

町
並
・
地
域
振
興
課
　伝
統
文
化
施
設
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
８

国
の
登
録
有
形
文
化
財
へ
―
―

髙
橋
邸
の
魅
力
が
分
か
る
講
演
会

ま
ち
の
環
境
を
守
る
取
り
組
み
を
考
え
る

各
種
委
員
を
募
集
し
ま
す

好みの素材で染めてみよう
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【
相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
】

○
児
童
の
相
談

　
こ
ど
も
支
援
課
　
児
童
福
祉
係

☎
０
８
９
３
（
２
３
）
９
２
５
５

○
障
が
い
者
・
高
齢
者
の
相
談

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
４

　
身
元
調
査
と
は
、
結
婚
や
就
職
な

ど
の
と
き
に
、
本
人
や
家
族
に
関
す

る
情
報
を
、
本
人
の
知
ら
な
い
と
こ

ろ
で
調
べ
る
こ
と
で
す
。
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
や
結
婚
差
別
、
就
職
差

別
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
内
子
町
で
は「
身
元
調
査
お
こ
と

わ
り
運
動
」を
進
め
て
い
ま
す
。
人
権

侵
害
に
つ
な
が
る
調
査
を
な
く
し
、一

人
一
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
心
豊

か
な
内
子
町
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

自
治
・
学
習
課
　
生
涯
学
習
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
４

②
５
年
４
月
１
日
以
降
に
内
子
町
に

　
妊
娠
の
届
出
を
し
た
妊
婦

③
住
民
税
非
課
税
世
帯
も
し
く
は
同

　
等
の
所
得
水
準
世
帯
、
ま
た
は
生

　
活
保
護
受
給
者
世
帯
の
人

●
助
成
金
の
額
　
上
限
１
万
円

●
申
請
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
あ

　
る
申
請
書
に
記
入
し
て
提
出

※
詳
し
く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
６
１
５
５

　
児
童
や
障
が
い
者
、
高
齢
者
へ
の

虐
待
は
、
さ
さ
い
な
こ
と
が
積
み
重

な
っ
て
問
題
が
深
刻
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
虐
待
を
早
期
に
発
見
す

る
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が

必
要
で
す
。
次
の
よ
う
な
場
合
は
、

虐
待
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
相
談

窓
口
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
者

の
情
報
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

《
虐
待
の
兆
候
》

▽
子
ど
も
の
鳴
き
声
や
大
人
の
怒
鳴

　
り
声
が
聞
こ
え
る

▽
体
に
あ
ざ
や
傷
が
あ
る

▽
暴
言
を
吐
か
れ
て
い
る

▽
ひ
げ
や
髪
が
伸
び
る
な
ど
不
衛
生

　
な
姿
で
、介
護
を
放
棄
さ
れ
て
い
る

　
３
月
１
～
７
日
は「
春
季
全
国
火

災
予
防
運
動
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

風
が
強
く
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
季

節
で
す
。
次
の
点
に
注
意
し
て
火
災

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

《
火
災
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
》

▽
寝
た
ば
こ
を
し
な
い

▽
ガ
ス
コ
ン
ロ
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、

　
必
ず
火
を
消
す

▽
火
を
使
う
器
具
の
周
り
に
、
燃
え

　
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

▽
風
が
強
い
と
き
や
乾
燥
し
て
い
る

　
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な
い

▽
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
消
防
署

☎
０
８
９
３
（
４
３
）
０
１
１
９

　
低
所
得
の
妊
婦
の
経
済
的
な
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、妊
娠
判
定
の
た
め

の
初
回
産
科
受
診
料
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者
　
次
の
①
～
③
を
全
て
満

　
た
す
人

①
５
年
４
月
１
日
以
降
に
産
科
で
初

　
回
の
妊
娠
判
定
を
受
け
、
診
断
費

　
用
を
自
費
で
負
担
し
た
人

　
事
故
に
よ
る
け
が
で
通
院
・
入
院

し
た
場
合
に
見
舞
金
を
支
払
い
ま
す
。

●
掛
け
金
　
大
人
７
０
０
円
／
子
ど

　
も
３
０
０
円（
平
成
21
年
４
月
２

　
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
）

●
見
舞
金
の
支
払
額

※
交
通
事
故
証
明
書
が
な
い
場
合
の

　
支
払
額
は
２
分
の
１
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
方
法
　
申
込
書
と
掛
け
金
を

　
区
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

　
書
は
３
月
中
に
配
布
し
ま
す
。

※
３
月
31
日
ま
で
に
町
外
に
転
出
す

　
る
人
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課
　
危
機
管
理
班

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
６
１
５
０

火
災
が
起
き
や
す
い
春
に

防
火
の
ポ
イ
ン
ト
を
再
確
認

非
課
税
世
帯
な
ど
の

妊
娠
判
定
費
用
を
助
成

加
入
し
て
万
一
に
備
え
よ
う

交
通
災
害
共
済
の
ご
案
内

身
元
調
査
お
こ
と
わ
り
運
動

で
差
別
の
な
い
内
子
町
へ

虐
待
を
見
つ
け
た
ら
―
―

ま
ず
は
相
談
窓
口
へ
連
絡
を

誰もが人権を尊重される
内子町を目指そう

等
級

災
害
の
程
度

支
払
額

１

死
亡

１
０
０
万
円

２

治
療
実
日
数
が

２
０
０
日
以
上

15
万
円

３

同
１
０
０
日
以
上

２
０
０
日
未
満

12
万
円

４

同
70
日
以
上

１
０
０
日
未
満

10
万
円

５

同
50
日
以
上

70
日
未
満

８
万
円

６

同
30
日
以
上

50
日
未
満

６
万
円

７

同
16
日
以
上

30
日
未
満

３
万
円

８

同
７
日
以
上

16
日
未
満

２
万
円
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ち
り
め
ん
漁
や
真
珠
の
玉
出
し
な

ど
、ふ
る
さ
と
愛
媛
の
良
さ
を
体
験
す

る
小
学
生
向
け
の
講
座
を
開
き
ま
す
。

●
活
動
期
間
　５
月
～
７
年
２
月

●
対
象
　
小
学
１
～
６
年
生

●
募
集
開
始
日
　
３
月
３
日（
日
）

●
定
員
　
40
人

●
参
加
費
　
各
講
座
２
０
０
０
円

※
詳
し
く
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え
ひ
め
教
育
技
術
研
究
所

　shindo.akihide@
toss2.com

●
日
時
　
３
月
６
日（
水
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

●
相
談
担
当
　
幸
田
裕ゆ

う
じ司
さ
ん（
心

　
理
療
法
士
）

《
②
小
田
保
健
セ
ン
タ
ー
》

●
日
時
　
３
月
25
日（
月
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

●
相
談
担
当
　
池
田
有ゆ

き紀
さ
ん（
臨

　
床
心
理
士
）

《
①
②
共
通
事
項
》

●
対
象
　
本
人
ま
た
は
家
族

●
相
談
時
間
　
１
人
１
時
間
程
度

●
申
込
方
法
　
相
談
日
の
前
日
ま
で
に

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
５

あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

宇
和
島
産
業
技
術
専
門
校

☎
０
８
９
５
（
２
２
）
３
４
１
０

　
保
健
セ
ン
タ
ー
の「
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
日
」
で
は
、
臨
床
心
理
士
な

ど
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

《
①
五
十
崎
保
健
セ
ン
タ
ー
》

　「
内
子
町
い
か
ざ
き
小
田
川
は
ら
っ

ぱ
基
金
活
用
事
業
」
は
、
小
田
川
流

域
に
つ
い
て
の
学
習
会
や
保
全
活
動

な
ど
に
対
す
る
助
成
制
度
で
す
。
同

事
業
の
活
用
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

●
申
込
期
限
　
４
月
５
日（
金
）

※
対
象
や
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

建
設
デ
ザ
イ
ン
課
　
管
理
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
７

　
伝
統
的
な
も
の
づ
く
り
の
技
術
と

知
識
を
学
ぶ
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
訓
練
期
間
　
５
月
15
日（
水
）
～

　
７
年
２
月
28
日（
金
）

●
科
目
　
住
ま
い
づ
く
り
木
工
科
、

　
ア
パ
レ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科

●
応
募
方
法
　募
集
期
間
内
に
ハ
ロ
ー

　
ワ
ー
ク
へ
入
校
願
書
を
提
出

●
募
集
期
間
　
３
月
11
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
～
４
月
12
日（
金
）

●
試
験
内
容
　
筆
記
試
験
、
適
性
検

　
査
、
面
接

●
料
金
　
入
校
料
・
授
業
料
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
自
己
負
担
が

「
は
ら
っ
ぱ
基
金
」を
活
用
し
て

き
れ
い
な
小
田
川
を
守
ろ
う

火
災
が
起
き
や
す
い
春
に

防
火
の
ポ
イ
ン
ト
を
再
確
認

一
人
で
悩
ま
な
い
で
―
―

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

集

募魅
力
を
体
験
、発
信
し
よ
う

「
え
ひ
め
子
ど
も
観
光
大
使
」

過去のちりめん漁の様子

宇
和
島
産
業
技
術
専
門
校
の

訓
練
生
を
募
集

　内子町を拠点に活動する社会人吹奏楽
団が定期演奏会を開催します。
●日時　３月17日（日）午後２時開演
●場所　内子町共生館
●曲目　バレエ組曲『火の鳥』、６年度全
　日本吹奏楽コンクール課題曲　他
●入場料　無料
【問い合わせ】
ウインドアンサンブルカイツ代表　新本
☎０９０（８６９９）４１４５

ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　カイ
ツ

第
14
回

定
期
演
奏
会

定
期
演
奏
会

知

ら

せ

お

加
入
し
て
万
一
に
備
え
よ
う

交
通
災
害
共
済
の
ご
案
内
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内子町社会福祉協議会　☎０８９３（４４）３８２０Vol.Vol.８８

　　

　高齢者世帯の自宅を訪問する見守り活動を
12月19日、社協五城分会が行いました。
　同分会では民生児童委員や見守り推進委員と
連携して、サロン活動支援や自宅訪問などを通
じた高齢者の見守り活動を重点的に実施してい
ます。今回は分会では初の試みとして、年末の活
動に合わせて配布する餅を用意しました。会員
や各委員、地区の有志などが協力して早朝から
餅つきやパック詰めを行い、紫芋やトウキビなど
が入った餅が完成。75歳以上の約150世帯を訪
問し、餅を手渡しながら声掛けをしました。受け
取った皆さんは「ありがとう」「これでいい正月
を迎えられそう」と笑顔で応えていました。

　５年10月１日から行った赤い羽根共同募金
運動では、自治会や企業、商店主や学校関係者
などの皆さんの温かいご協力で、目標額の500
万円を超える寄付が集まりました。ありがとう
ございました。
　寄附金は全額、愛媛県共同募金会に送金して
おり、県内の児童福祉施設や社会福祉施設など
に配分されます。内子町社会福祉協議会にも一
部配分され、主に自治会配分金事業や７地区社
協分会への活動助成金などに活用する予定で
す。今後ともご協力をお願いします。

赤い羽根共同募金のお礼
●赤い羽根共同募金運動実績

項目 金額（円） 協力団体など

戸別募金 2,979,680 41自治会

街頭募金 30,053 ボーイスカウト内子支団

法人募金 1,389,800 ７地区社協

学校募金 36,141 園児、児童、生徒

職域募金 492,281 町職員、教職員、民生児童
委員、社協職員他

その他　 122,574 ガチャポン募金、バッジ募金他

合計 5,050,529

高齢者の皆さんの見守り活動をしています
―社協五城分会　活動レポート―

　社協分会は皆さんからお預かりした会費
の他、まごころ銀行や赤い羽根共同募金の
配分金などを活用して、地域での福祉活動
を行っています。五城分会で初めての餅配
りは一日がかりとなりましたが、皆さんと
楽しく作業ができました。私たちにできる
ことはささやかですが、地域で安心して暮
らすための取り組みを、今後も皆さんと一
緒に考えたいです。ご協力をお願いします。

内子町社会福祉協議会五城分会
分会長　池田　匠

く み こ

子さん

◀
餅
つ
き
に
参
加
し
た
皆
さ
ん

安心の暮らしのためにできることを

くらしの情報
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ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
一
人
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間
　
平
日
の
午
前
９
時
～

　
正
午
、
午
後
１
時
～
５
時

●
相
談
方
法
　
ま
ず
は
お
電
話
く
だ

　
さ
い
。
相
談
担
当
者
か
ら
電
話
を

　
か
け
直
し
ま
す
。

【
相
談
・
問
い
合
わ
せ
】

四
国
財
務
局
　
多
重
債
務
者
相
談
窓
口

☎
０
８
７
（
８
１
１
）７
８
０
１

　
愛
媛
県
で
は「
旧
優
生
保
護
法
」

に
基
づ
き
、
優
生
手
術
な
ど
を
受
け

た
人
に
支
給
す
る
一
時
金
の
受
付
・

相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
請
求
期
限
　
４
月
23
日（
火
）

●
受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
正

　
午
、
午
後
１
時
～
５
時
15
分

※
土
日
祝
日
を
除
き
ま
す
。
来
所
で

　
相
談
す
る
場
合
は
、
事
前
に
電
話

　
予
約
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
健
康
増
進
課

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
４
０
５

●
一
次
試
験
日
　
５
月
26
日（
日
）

●
試
験
会
場
　
愛
媛
労
働
局

●
試
験
区
分
　

▽
労
働
基
準
監
督
Ａ（
法
文
系
）

▽
労
働
基
準
監
督
Ｂ（
理
工
系
）

●
申
込
期
限
　
３
月
25
日（
月
）

※
受
験
資
格
や
申
込
方
法
な
ど
の
詳

　
細
は
、厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
労
働
局
総
務
課

☎
０
８
９
（
９
３
５
）５
２
０
０

　
四
国
財
務
局
で
は
、
借
金
を
抱
え

て
悩
ん
で
い
る
人
の
た
め
に
無
料

相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
必

要
に
応
じ
て
、
弁
護
士
や
司
法
書
士

な
ど
の
専
門
家
の
紹
介
も
し
て
い

　
若
者
の
採
用
に
積
極
的
な
県
内
企

業
に
よ
る
合
同
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

●
日
時
　
３
月
15
日（
金
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
５
時

●
場
所
　
松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　
若
年
者
を
採
用
予
定
の
25

　
社
が
参
加
予
定

●
対
象
　
愛
媛
県
内
の
企
業
に
就
職

　
を
希
望
す
る
、
お
お
む
ね
35
歳
未

　
満
の
人
と
そ
の
保
護
者

●
参
加
費
　
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

㈱
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
松
山
支
社

☎
０
７
０
（
１
７
４
６
）５
３
３
３

　ehim
e-jakunen@

lec-jp.com

　
労
働
基
準
監
督
官
は
法
令
に
基
づ

き
、
あ
ら
ゆ
る
職
場
の
労
働
条
件
や

働
く
人
の
安
全
な
ど
の
確
保
・
向
上

を
図
る
国
家
公
務
員
で
す
。
６
年
度

の
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

《
わ
い
わ
い
喫
茶
》

●
日
時
　
４
月
２
日（
火
）
午
後
１

　
時
～
４
時
30
分

●
参
加
費
　
無
料

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

う
ち
こ
福
祉
館

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
３
４
１
０

　
近
い
将
来
、
発
生
が
予
想
さ
れ
る

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
、
愛
媛
県

で
は
準
備
物
な
ど
を
ま
と
め
た
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
は
、

建
物
の
倒
壊
や
津
波
で
大
き
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
自
分
や
大
切
な

人
の
命
を
守
る
た
め
、
災
害
へ
の
備

え
を
も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

愛
媛
県
防
災
危
機
管
理
課

☎
０
８
９
（
９
１
２
）
２
３
２
５

知

ら

せ

おう
ち
こ
福
祉
館
の
行
事
案
内

労
働
基
準
監
督
官

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

多
重
債
務
で
困
っ
た
ら

ま
ず
は
無
料
の
相
談
窓
口
へ

旧
優
生
保
護
法
に
関
す
る

一
時
金
相
談
窓
口
に
つ
い
て

大
地
震
へ
の
備
え
を

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
確
認

県
内
の
企
業
が
集
ま
る

合
同
説
明
会
を
開
催

６年度のパンフレット

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
こ
ち
ら

か
ら
確
認
で
き
ま
す
▼

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
▼

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
▼
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